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PoEにはいくつかの定義があります。

PoEにおける機器の総称
PD（Power device）受電側の機器：IP電話や無線LANアクセスポイント等が該当
する。

PSE（Power sourcing equipment） 給電側の機器：PoE対応スイッチ等が該当す
る。PSEはネットワーク端末が接続されるとPoEに対応の可否を確認し、PoEに対応
していたら電力を供給する。

PoEケーブルタイプ
TypeA ネットワーク通信と電力供給ピンを共用し1、2、3、6番ピンで送付。
TypeB ネットワーク通信には1、2、3、6番ピンを利用し、電力共有には4、5、7、

8番ピンを利用。

PoEの規格
IEEE 802.3af 1ポートあたり最大15.4Wの電力を供給することが可能。
IEEE 802.3at 1ポートあたり最大30Wの電力を供給することが可能。別名、

PoE＋とも呼ばれる。

例題� 平成24年ネットワークスペシャリスト　午後I　問2

無線LANシステムの構築に関する次の記述を読んで，設問に答えよ

〔WLCとAPの検討〕
B君は，既に無線LANを導入している本社の経験を基に，ネットワーク担
当者の運用負荷の軽減と効率向上を考慮し，帳票の印刷・媒体や印刷物の受取，
送付などのBPO（Business Process Outsourcing）業務を行うBPOセンタ
（以下，BCという）にWLC（無線LANコントローラ）を導入することにした。
ネットワーク担当者は本社で業務を行っており，WLCを利用すれば，遠隔地の
BCへ出向く回数が抑えられると考えたからである。導入予定のWLCは，本社
に導入したAP（無線LANアクセスポイント）と同じメーカの製品であり，次
のような機能がある。

 ● APの構成と設定を管理する。
 ● APのステータスを監視する。
 ● AP同士の電波干渉を検知する。




